
　　

企画概要と進行状況

移動困難を感じた方が相談を寄せたとき、 地域包括支援センターやケア

マネージャー、 相談員の方が移動手段の情報を提供できるような冊子を

作る。 現在、 事業者等にニーズを調査している。 各障害別にも行う予

定である。 冊子の使い方の講座を開き最初の足がかりにしたい。

審査員のコメント

・たらい回しの事例を集めることも大事なことだと思う。 不愉快な思いをし

　　たというような事例を集めてその原因を分析するアプローチもありえる。

→情報を提供できる方はいたが、 的確に伝わっていなかったという事例

　　はある。 今後も集めていきたいと思う。

・ できたテキストなどをどのように広報するかが重要であり、 ここで地域

　のまちづくりとの関連性を考えていってほしい。

身近な暮らしの安心・役立ち情報 「宅配」 プロジェクト
NPO法人点訳・音声訳集団一歩の会

モビリティマネージャーの養成 NPO法人移動支援フォーラム

ふく・まち
４

はじめの一歩部門３団体、ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ区民活動助成５団体（地域活動：２、設備整備：３）

計８団体が練馬区の福祉のまちづくり活動の中間報告をしました

商店、 事業者のまちの福祉環境への関心度調査
練馬まち環境倶楽部

企画概要と進行状況

石神井公園駅周辺の店舗の間取り、 段差の調査をする。 その結果を小冊子にして

バリアフリーの関心度をまとめたい。 商店活性化につなげたい。

現在、 「ご協力のお願い」 「障害者等への配慮事項の調査事項」 を発行。 何件か

の調査を行っている。

審査員のコメント　　　　　　

・ 当事者が入った中での調査が心強い。

・ まず調査を行い、 地域の人々に気づいてもらうことから始めることが、 はじ　

　めの一歩にふさわしい企画である。

・ ソフト的な対応を含めて前向きに転じていけるような話を集めていただきたい。

・ だれでも使いやすい商店街になっていき、 商店の活性化にもつながっていく

　ことを期待している。

PART ２PART２

　こんな　こんな  やさしいまち やさしいまち にしたいなぁ　－中間報告会－にしたいなぁ　－中間報告会－
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　ふく・まち
５
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部
門

企画概要と進行状況

①消費者と身障者の懇談会実施→中村橋ケアセンターを見学　②組合向けの

セミナー実施→講師の依頼をし、 ４月実施予定　③車イス用のトイレの設置→コ

ンビニに打診したところ前向きな答え。 しかし金銭的に厳しいため来年に向け

再検討　④先進商店街の実施→２月半ばに松陰神社通り商店街視察予定

審査員のコメント

・明確な計画なので一つ一つ実現されるのではないかと期待する。

・それぞれが理解していない点についてコミュニケーションを深ることが今後の　

　発展に重要な役割を果たすと思う。 当事者との交流をベースにし、 さまざま　

　な人と話していってほしい。

・ 車椅子対応のトイレなど規格や基準に合わせようとしなくても身近なスケール

　で考えると予算的にも実現できることもあると思うので頑張ってもらいたい。

ハートフルなふれあいタウン　サンツ中村橋 サンツ中村橋商店街振興組合活性化委員会

企画概要と進行状況

今回は 「視覚障害者のためのワンポイントサービスセンターを目指して」 という目的

に活動を絞る。 11月から障害者の方、 視覚障害者の方に関わりのある方等3枚

綴りのものを800部配り、 意向調査を行う予定。 講座、 体験学習、 訓練生産施

設等の意向があるかなどの調査項目になっている。

審査員のコメント　　　　　　　　

・テーマを一つに絞ったことを評価する。 一つの障害の方と一つのサービスがうまく

　進んでいけば、 そこからいろんな形に波及していくことが可能だと思うので頑張っ

　てもらいたい。

・調査は、 事情があって障害の当事者団体に所属しない人たちの生の声を集めて

　いくと非常に貴重なデータにあると思う。

・意向調査では200人モニターの方にも協力していただけたらいいのではないか。

みんなが喜ぶ街の駅 NPO きららと障害者によるコンソーシアム 審査委員のみなさん

関　和子
NPO法人練馬ぱそぼらん

副理事長

千葉　勝恵
NPO法人手をつなご

理事長

饗庭　伸
首都大学東京  研究員

仲倉　重郎
練馬区身体障害者福祉協会

副会長

榎本　博夫
練馬区健康福祉事業本部

福祉部長

室地　隆彦
練馬区環境まちづくり

事業本部
まちづくり調整担当部長

副委員長
中野　泰志

慶應義塾大学教授委員長

山岡　正義
東京商工会議所

練馬支部 統括調査役

福祉のまちづくりは福祉のまちづくりはみなさんみなさんがが主役主役ですです！！！！

企画概要と進行状況

練馬区で発行している生活情報誌 「プリズム」 を視覚障害者等のために

録音で提供する。 5月号から試験的に録音し、 7月号から本実施。 録音

時間は50分前後でカセット、CDにしてお届けする。 パソコン機材の手配、

40名ほど参加のデジタル講習会も行った。

審査員のコメント

・ 宅配サービスで地域の範囲に目安を持つという方法を取り入れたこ

　とに新しい広がりを感じる。

・ まちへどのように音訳が広がり、 どんなネットワークが形成されそうか。

→障害者の活動は一人の人に頼まれたらやっていき、 また積極的にまち

　に広がっていくように広報活動をしていきたい。 高齢者の拡がりをもっ　

　ていなかったのでこれを機会に横の拡がりをもっていきたい。

テーマ部門「やさしさ情報ねりまっぷ・ミニ作成活動助成」の公開審査及び、はじめの一歩助成部門、

パートナーシップ活動助成部門中間報告会の各団体へのコメントをいただきました。

※饗庭委員、室地委員は都合により欠席


